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※本会の活動は、阪神淡路大震災以降の経験と教訓を生かし、組織化され、訓練を受けたプロボノによるボランティア活動です。市民

による寄付で活動しています。 

（送金先） 埼玉りそな銀行 宮原支店普通預金口座 ４１８１２３５トクヒ）エヌピーオーサイタマネット 

Paypay 銀行ビジネス営業部 005 普通預金 6800568 トクヒ）エヌピーオーサイタマネット 

最新活動報告チラシ https://npgo.net/citycabinet/2024noto.pdf 

 

     

 

支援品収集学生ボラ

ンティア団体 Rainbow 

第 1便輸送；穴水町役

場 

支援品収集学生ボラ

ンティア団体 Rainbow 

第 1中継基地 

羽咋市とどろき医院 
第2中継基地；七尾市七

尾みなとＲＣ 

七尾臨時ヘリポート・ドロー

ン・ヘリ運用 

市民キャビネット災害支援部会・ＮＰＯ埼玉ネット 
活動報告は、適時 Facebookにアップします。 

https://www.facebook.com/people/Michio-Matsuo/100005577000104 

【活動記録】 

●2024/01/01 2024年能登半島地震発生。直ちにＮＰＯ支援センターを埼玉 NPOハウス（東松山）に設置して、情

報収集開始。 

（出動報告）全日本救助犬団体協議会 

（認定特定非営利活動法人日本レスキュー協会）は１月１日発災直後から協定がある石川県庁にむけて、出動し、

県庁に到着、通行証を受領して、輪島に向かい、消防の指揮下に入り、行方不明者捜索活動に入った。 

（特定非営利活動法人日本捜索救助犬協会）は 1 月 3 日石川県庁に到着して、消防の指揮下に入り、行方不明者捜

索活動に入った。 

（市民キャビネット災害支援部会輸送隊） 

●1月 2日、羽咋市とどろき医院に第 1中継基地を設置し、飲用水、食料、簡易トイレ等の備蓄品を２ｔトラック２

台、乗用車 1台で第 1便が出動した。 

第 1中継基地からの物資は穴水町役場に移送した。（医師会の協力も得てほぼ順調に移送できた） 

●９日、第２便は支援要請があった医療物資中心に、４ｔトラック・２ｔ・１ｔハイエース 

計３台で出発し、臨時ヘリポート設置活動も行った。 

●12 日、第３便は栃木県の学生ボランティア団体 RAINBOW の活動により、集まった支援品および医療物資等を４ｔ

トラック+１ｔハイエース+バン計３台で 23：00羽咋・七尾に向けて輸送した。 

●14日、さらに、東日本大震災から連携している国際ロータリークラブ 2760地区（愛知）は七尾みなとＲＣに対し、

姉妹クラブである瀬戸北ＲＣが本会と連携して、支援員の派遣、支援品の輸送を行った。 

●16日第４便、フードバンク埼玉の協力をえて、「そのままご飯」500食、医療物資他の支援物資の輸送と部会長代

理を派遣した。 

●17 日別便１便、市民航空災害支援センターはヘリコプター＆ドローンを運用し、珠洲市・能登町等孤立している

被災地に、専門家派遣、緊急輸送を実施施した。 

●20日、第５便輸送隊は栃木チーム中心で、羽咋中継基地、臨時ヘリポートに向けて出動し、収集・仕分け・輸送・
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配送を行った。 

●1月 27日第６便出動。 

●28 日別便２便、市民航空災害支援センターは七尾―珠洲間の専門家移送、能登町でのドローンを活用した緊急物

資移送等空路を確保して支援活動。 

●2月４日第７便出動。 

●2 月 10日第８便すぎとピアから出動。本庄市の農家から支援を受けた野菜輸送、諏訪幸男市民キャビネット災害

支援部会部会長代理視察。田中ファーム、福の神、とどろき医院、穴水町母子保険センター訪問。 

 

（政府に対する要望） 

1 自治体の要請にもとづく、災害救助犬による捜索活動、孤立地域に対する緊急支援の民間ドローン・ヘリコプタ

ー運用についての助成・交付制度の開設。 

2 簡易トイレの購入補助制度の拡充について 

長野市等で協定での実績がある半額補助制度の拡充、緊急保管物資として、簡易トイレを位置づけること 

 

(2024年能登半島地震活動 部会長メッセージ） 

１９９５年の阪神淡路大震災でのボランティア活動を契機として、議員立法として、成立した特定非営利活動促進

法による「協働」やその後の「新しい公共」が今回の支援活動に多大の貢献をしていることに法成立や新しい公共

に貢献された先輩諸氏（故人も含む）に感謝申し上げます。 

市民キャビネット災害支援部会も東日本大震災及び以降の災害支援活動を通じ組織的な市民災害支援団体として成

長し、今回も全日本救助犬団体協議会、輸送隊、市民航空災害支援センターが活躍しました。 

また、全国的な市民団体のネットワークが今回も力を発揮しました。被災を受けている状況で、受け入れ中継基地

提供、医師会及び自治体との調整に尽力されたとどろき医院に感謝申し上げます。 

私たちの活動のキーワードは「協働」です。今後の緊急・復興支援も協働して、継続します。 

ボランティアとして、支援金提供として等、市民の協力を得て活動を進めていきますので協力お願いします。 

ホームページを開設しました。 

https://npgo.net/citycabinet/index9f.html 

  

市民キャビネット災害支援部会 

（事務局）特定非営利活動法人ＮＰＯ埼玉ネット 

〒355-0034東松山市大字柏崎５３４番５ 

埼玉 NPOハウス 

TEL0493-81-7774・FAX0493-81-7139 

https://npgo.net/citycabinet/ 

https://nposaitamanet.or.jp/ 


